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航空安全技術の研究開発
・ウェザー･セーフティ･アビオニクス（晴天乱気流検知）
・災害時航空機統合運用システム
・機体安全性向上技術（構造健全性モニタリング）

次世代航空技術の研究開発
・災害監視システム（滞空型無人航空機）
・エミッションフリー航空機技術（電動推進システム）

・コアエンジン技術（燃焼器、タービン等）

静粛超音速機技術の研究開発
（第3期科学技術基本計画の継続研究開発課題）

・要素技術研究
・設計機体による飛行実験

研究開発計画：
大目標
航空科学技術については、産業競争力の強化、経済・社会的課題への対応に加えて、我が国の存立基盤を確固たるものとするものであり、更なる大きな価値
を生みだす国家戦略上重要な科学技術として位置付けられるため、長期的視野に立って継続して強化していく。
大目標達成のために必要な中目標
我が国産業の振興、国際競争力強化に資するため、社会からの要請に応える研究開発、次世代を切り開く先進技術の研究開発及び航空産業の持続的発
展につながる基盤技術の研究開発を推進。

・国際基準策定への貢献
・要素技術研究
・システム設計検討

社会からの要
請に応える研
究開発

・安全性向上技
術の研究開発

・環境適合性・
経済性向上の
研究開発

・低騒音化技術（航空機）

次世代を切り
開く先進技術
の研究開発

・革新的技術
の研究開発

・静粛超音速機
統合設計技術
の研究開発

世界市場の伸びを
大幅に上回る「超
成長産業」を目指し、
完成機事業の継
続・発展、国際共
同開発における分
担率拡大や、装備
品産業の育成を図
るため、安全性、環
境適合性、経済性
の分野において、
他国よりも優位な
技術を早急に獲得

我が国の航空科
学技術を長期に
わたり高めていく
ために、社会に飛
躍的な変化をもた
らす可能性のある
先進技術の研究
開発を推進

環境適合性・経済性向上技術の研究開発（コアエンジン技術
の研究開発、低騒音化技術等）

安全性向上技術の研究開発（気象影響防御技術、災害・危機管理
対応統合運用技術等）

革新的技術の研究開発（電動航空機/エミッションフリー航空機
技術等）

航空産業の持
続的発展につ
ながる基盤技
術の研究開発

基盤技術の研究開発（統合シミュレーション技術等） 航空産業の持続
的な発展に向け
た技術基盤の維
持、強化

静粛超音速機統合設計技術の研究開発

航空環境技術の研究開発

・グリーンエンジン技術（エンジン高効率化）

・エコウィング技術（複合材適用構造重量低減）

・低騒音化技術（航空機及びエンジン）
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